
データ編
本章では、財務状況の推移や経営指標に加え、ESG関連データ、第三者保証を受けた情報、真正
性表明などを掲載し、統合報告書としての信頼性と透明性の向上を図っています。非財務・財務の
両面から、SHIONOGIの価値創造に向けた取り組みを客観的にお伝えします。
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シオノギファーマ株式会社摂津工場（大阪府摂津市）は、医療用医薬
品の製剤・包装の生産拠点として、高品質の医薬品を安定的、経済的
に製造しています。
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※1  スコープ2はマーケットベース
※2  国内SHIONOGIグループ、および、南京工場（南京 澳制 有限公司）。2019年度よりSBT目標のバウンダリーである株式会社UMNファーマ（現 シオノギファーマ株式会社 秋田工場）、ナガセ医薬品株式会社（現シオノギファーマ株式会社 伊丹工場）の排出量を含む。

廃プラスチック再資源化率／ 
廃棄物再資源化率（国内連結）

  ■   廃プラスチック再資源化率　 
  ■   廃棄物再資源化率
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外部評価

2022年度 2023年度 2024年度

CDP

気候変動：A
水セキュリティ：A

サプライヤー・エンゲージメント・ 
リーダー

気候変動：A
水セキュリティ：A

サプライヤー・エンゲージメント・ 
リーダー

気候変動：A
水セキュリティ：A-

サプライヤー・エンゲージメント・ 
リーダー

FTSE 3.6 4.3 4.2

MSCI AA AA AA

S&P/JPX
カーボン・エフィシエント 
指数

6/10分位 6/10分位 5/10分位

健康経営度調査 健康経営優良法人 健康経営優良法人 健康経営優良法人

その他

EcoVadisサステナビリティ評価　 
ブロンズメダル

スポーツ庁　スポーツエールカンパニー
環境省　エコ・ファースト企業

D&I Award　ベストワークプレイス

EcoVadisサステナビリティ評価　 
ブロンズメダル

スポーツ庁　スポーツエールカンパニー
環境省　エコ・ファースト企業

D&I Award　ベストワークプレイス

EcoVadisサステナビリティ評価　 
シルバーメダル

　環境省　エコ・ファースト企業
　D&I Award　ベストワークプレイス

明記しない限り単体で算出しています。
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社会データおよび環境データは、その信頼性を高めるため第三者保証を受けています。KPMGあずさサステナビリティ株式会社により保証を受けた2024年度のデータには、第三者保証マークを付
しています。

指標 単位 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 備考

社会：人員情報（明記しない限り単体／明記しない限り臨時雇用人員は含まない）

従業員数 グローバル
連結 人 5,485

（4,617）
5,693

（4,507）
5,680

（4,468）
4,959

（3,996）
4,955

（3,675）（）内は国内連結で算出

単体 人 2,589 2,510 2,458 2,117 2,129

女性割合 % 25.4
（32.7）

25.8
（33.8）

26.4
（34.5）

26.4
（35.0）

27.0
（33.1）（）内は国内連結で算出

平均年齢 全体 歳 41.2 41.6 42.1 40.9
（43.1）

41.5
（42.8）

出向受入者を除く
（）内は国内連結で算出男性 歳 41.8 42.2 42.7 41.3

（43.2）
41.9

（43.3）

女性 歳 39.3 39.7 40.5 39.7
（42.8）

40.1
（41.9）

勤続年数 全体 年 15.7 16.0 16.5 15.1
（16.1）

15.2
（16.0）

出向受入者を除く 
（）内は国内連結で算出男性 年 16.0 16.3 16.6 15.2

（16.0）
15.4

（16.2）

女性 年 15.0 15.2 16.0 14.8
（16.3）

14.8
（15.8）

平均給与 万円 903 857 911 964 1,003

男女間 
賃金差異

全労働者 % ― ― 81.3 82.2 80.1

うち正規 
雇用労働者 % ― ― 79.8 80.6 78.0

うち非正規 
雇用労働者 % ― ― 95.3 98.7 107.4

新卒 
採用数 
（国内連結）

合計 人 105 93 94 81 98

翌年度4月1日入社男性 人 62 52 55 53 65

女性 人 43 41 39 28 33

新卒3年離職率 % 6.0 6.9 6.7 8.3 4.3 3年前の4月1日に新入し
た従業員

総離職率 % 3.5 4.8 3.9 6.0 5.4

定年退職者含む（早期退
職プログラムに伴う退職
者は別途集計のため、含
まない）

希望退職率 % 1.7 3.4 2.4 4.1 4.1

労働組合員数 人 2,728 2,606 2,484 2,182 2,057 すべての年度において
加入率100%

指標 単位 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 備考

障がい者雇用率 % 2.0 
（2.7）

1.8 
（2.7）

1.7 
（2.7）

1.6 
（2.4）

1.0 
（2.3）

3月末時点の雇用率、（）
内は関係会社特例分で
算出
2018年4月シオノギスマ
イルハート（株）設立、7
月特例子会社認定

女性マネジャー数 人 37
（71）

40
（74）

48
（85）

49
（79）

60
（93）

翌年度4月1日時点、（）
内は国内連結で算出

女性マネジャー比率 % 10.4 
（11.5）

11.4 
（12.4）

14.0 
（14.2）

14.5 
（14.7）

16.9 
（16.4）

翌年度4月1日時点、（）
内は国内連結で算出

女性組織長比率 % 12.7 12.3 18.5 19.1 24.6 翌年度4月1日時点

女性執行役員比率 %
0/10

0.0
0/10

0.0
0/14

0.0
0/17

0.0
1/17

5.9 翌年度4月1日時点

女性取締役比率 % 40.0 40.0 40.0 33.3 33.3 翌年度4月1日時点

自己投資支援制度の 
利用者率 % 35.9 45.6 44.8 46.5 55.0

組合員を対象とした自発
的な学びを支援する制度
（年間25万円が上限）

1人当たりの 
教育研修費 万円 7.6 8.0 7.0 8.1 9.8

（教育研修費+自己投資
支援額）/従業員数（国内
連結）

社会：労務管理情報（明記しない限り単体）
従業員の年間所定 
労働時間 時間 1,837 1,762 1,680 1,673 1,673

有給休暇付与日数 
（最大） 日 21 21 21 21 21 労働基準法の法定年休

は20日

有給休暇平均取得日数 日 12.6 13.0 14.8 13.7 12.9

男性育児休業取得人数 人 ― ― ― 51 
（72）

62 
（79）（）内は国内連結で算出

育児休業
取得率

男性 % 41.1 51.4 57.4 61.5
（65.5）

78.5
（76.7）

その年度に子どもが生ま
れた従業員のうちの育児
休業取得者の割合
（）内は国内連結で算出女性 % 100 100 100 100

（100）
100

（100）

男性育児休業14日以上
取得率 % ― ― 32.7 48.2 

（50.9）
63.3 

（64.1）
その年度に子どもが生ま
れた従業員のうち育休
14日以上取得者の割合

男性育児休業平均取得
日数 日 ― ― ― 33 

（32）
43 

（46）（）内は国内連結で算出
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指標 単位 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 備考

介護休暇
取得者数

男性 人 0 0 0 0 0
のべ人数

女性 人 1 1 0 0 0

育児短縮
勤務制度 
利用者数

男性 人 1 2 0 0 0
のべ人数

女性 人 130 146 55 52 62

ボランティア活動 
休職制度利用者数 人 1 1 1 2 2

骨髄ドナー休暇取得者数 人 1 0 1 1 0

度数率 0.19 
（―）

0.20 
（―）

0.21 
（―）

0.00
（0.24）

0.00
（0.13）（）内は国内連結で算出

強度率 0.0047 0.0049 0.0021 0.0000 0.0000

社会：健康（国内連結）
従業員・管理職への 
健康管理教育受講率 % 92 78 93 96 96 研修の受講率のうち最

小値を記載

喫煙率 % 11.0 7.1 5.0 3.2 3.0

ストレス反応偏差値 ― 55 54 55 49 49 2023年度実績より算出
条件変更

健康診断受診率 % 100 100 100 100 100

社会：コンプライアンス（明記しない限り国内連結）
重大な罰金その他の 
制裁が科された法令違反 件 0 0 0 0 0 単体で算出

腐敗行為・贈収賄 
防止法違反※に起因する
従業員の懲戒解雇件数

件 0 0 0 0 0
※  米国FCPA、英国

Bribery Act、日本の
不正競争防止法など

腐敗行為・贈収賄 
防止法違反※に対する 
罰金・罰則・和解に 
かかったコスト

円 0 0 0 0 0

指標 単位 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

環境
温室効果 
ガス 
（GHG）

 スコープ1・2・3の合計 
 （ロケーションベース） tCO2 209,439 230,473 230,700 233,888 268,991

 （マーケットベース） tCO2 203,048 226,362 223,077 214,942 242,214

 スコープ1・2の合計 
 （ロケーションベース） tCO2 81,730 88,275 89,589 90,970 89,833

 （マーケットベース） tCO2 75,339 84,164 81,966 72,023 63,057

　 スコープ1 tCO2 37,537 41,264 41,376 40,373 40,090

 （売上収益原単位） tCO2/百万円 0.1263 0.1231 0.0970 0.0928 0.0915

　 スコープ2 
 （ロケーションベース） tCO2 44,193 47,011 48,212 50,597 49,744

 （売上収益原単位） tCO2/百万円 0.1487 0.1403 0.1130 0.1163 0.1135

　 スコープ2 
 （マーケットベース） tCO2 37,802 42,900 40,589 31,650 22,967

 （売上収益原単位） tCO2/百万円 0.1272 0.1280 0.0951 0.0727 0.0524

 スコープ3の合計 tCO2 127,709 142,198 141,111 142,919 179,157

　 カテゴリー1 tCO2 90,753 71,462 80,608 81,528 91,370

　 カテゴリー2 tCO2 22,047 53,847 41,742 41,663 70,059

　 カテゴリー3 tCO2 5,710 6,424 6,468 3,894 2,819

　 その他のカテゴリー tCO2 9,199 10,464 12,293 15,834 14,909

エネルギー 
消費

総エネルギー消費量 MWh 305,339 333,548 337,921 333,595 332,865

 （売上収益原単位）MWh/百万円 1.0275 0.9953 0.7920 0.7667 0.7595

　 電力 MWh 92,111 102,436 106,154 110,202 112,415

　 再生可能エネルギー 
由来電力 MWh 0 612 3,308 44,988 62,757

　再生可能エネルギー使用率 % 0.0 0.6 3.1 40.8 55.8 

水資源 総取水量 千m3 1,356 1,535 1,550 1,465 1,612

総排水量 千m3 1,146 1,287 1,369 1,334 1,447

廃棄物 廃棄物発生量※ t 4,180 5,170 5,766 6,111 5,559

廃棄物再資源化率※ % 87 89 89 89 88

廃プラスチック再資源化率※ % 21 28 25 34 36

最終処分率（廃棄物）※ % 0.6 0.9 1.0 0.8 0.7

産業廃棄物排出量 
（特別管理産業廃棄物除く） t ― 1,367 1,411 1,456 1,357

特別管理産業廃棄物排出量 t ― 3,642 4,197 4,449 3,881

その他 環境に関する苦情の件数※ 件 0 3 2 0 2



























※ 国内連結で算出
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社会・環境パフォーマンスデータの算定方法
度数率
【算定範囲】  対象者：国内SHIONOGIグループの全事業所における従業員（正社員および有期雇用者のうちフルタイム（再雇用・

嘱託・契約等）勤務者、受入出向者（フルタイム））
【指標の説明】
指標 説明
度数率 100万労働時間あたりの死傷者数で表した労働災害の発生頻度

【算定方法】労働災害（休業1日以上を伴うもの、通勤災害は除く）による死傷者数を期間中の延べ実
労働時間数で除し100万を乗じて算出

温室効果ガス（GHG）・エネルギー消費
【算定範囲】 スコープ1・2   SHIONOGIグループ（海外グループ会社（オフィス系）を除く）：国内

SHIONOGIグループ、および、南京工場（南京长澳制药有限公司）
 スコープ3 カテゴリー1  塩野義製薬株式会社、および、シオノギファーマ株式会社
  カテゴリー2  国内SHIONOGIグループ
  カテゴリー3  国内SHIONOGIグループ
  その他のカテゴリー  国内SHIONOGIグループ（その他のカテゴリーの内、カテゴリー4、およ

び、カテゴリー12については株式会社UMNファーマ（現 シオノギファー
マ株式会社 秋田工場）は含めていません）

 エネルギー消費   SHIONOGIグループ（海外グループ会社（オフィス系）を除く）：国内
SHIONOGIグループ、および、南京工場（南京长澳制药有限公司）

【指標の説明】
指標 説明

スコープ1

燃料の使用に伴うCO2排出量
【算定方法】環境省・経済産業省「温室効果ガス排出量算定・報告マニュアル（Ver.6.0）」に基づいて算出
【CO2排出係数】
都市ガス：環境省・経済産業省公表（令和7年6月30日公表）のガス事業者別排出係数（特定排出者の
温室効果ガス排出量算定用）（令和6年度供給実績）の代替値（省令の排出係数）
都市ガス以外：環境省・経済産業省「温室効果ガス排出量算定・報告マニュアル（Ver.6.0）」の排出係数

スコープ2

電力、蒸気の購入に伴うCO2排出量
【算定方法】環境省・経済産業省「温室効果ガス排出量算定・報告マニュアル（Ver.6.0）」に基づいて
算出
【CO2排出係数】
電力（国内）（ロケーションベース）：環境省・経済産業省公表（令和7年3月18日 公表）の電気事業者
別排出係数（特定排出者の温室効果ガス排出量算定用）（令和5年度実績）の全国平均係数
電力（国内）（マーケットベース）：環境省・経済産業省公表（令和7年3月18日 公表）の電気事業者別
排出係数（特定排出者の温室効果ガス排出量算定用）（令和5年度実績）の基礎排出係数
電力（中国）（ロケーションベース・マーケットベース共通）：2022～2024年度：生态环境部办公厅 环
办气候函〔2023〕43号の全国电网平均排放因子（2022年）。2021年度以前：IEA（International 
Energy Agency）のEmissions Factors（2019年）
蒸気（ロケーションベース・マーケットベース共通）：環境省・経済産業省公表（令和7年6月30日公表）
の熱供給事業者別排出係数（特定排出者の温室効果ガス排出量算定用）（令和5年度供給実績）の代
替値（省令の排出係数）

スコープ3 カテゴリー1

原材料・部品、仕入商品・販売に係る資材等（以下、「購入品」）が製造されるまでの活動に伴うCO2排出量
【算定方法】環境省・経済産業省「サプライチェーンを通じた温室効果ガス排出量算定に関する基本
ガイドライン（Ver2.7）」に基づき、購入金額に環境省の「サプライチェーンを通じた組織の温室効果
ガス排出等の算定のための排出原単位データベース（Ver.3.5）」の「[５]産業連関表ベースの排出原
単位」の「医薬品」に係る排出原単位を乗じて算出
購入金額には購入品の仕入に伴う輸送費用を含み、これ以外のサービス購入に係る金額を含まない

スコープ3

カテゴリー2

自社の資本財の建設・製造などの活動に伴うCO2排出量
【算定方法】環境省・経済産業省「サプライチェーンを通じた温室効果ガス排出量算定に関する基本
ガイドライン（Ver2.7）」に基づき、固定資産の取得価額に環境省の「サプライチェーンを通じた組織
の温室効果ガス排出等の算定のための排出原単位データベース（Ver.3.5）」の「[６]資本財の価格当
たり排出原単位」の「医薬品」に係る排出原単位を乗じて算出

カテゴリー3

購入した電力の発電に必要な燃料の調達に伴うCO2排出量
【算定方法】環境省・経済産業省「サプライチェーンを通じた温室効果ガス排出量算定に関する基本
ガイドライン（Ver2.7）」に基づき、環境省の「サプライチェーンを通じた組織の温室効果ガス排出等
の算定のための排出原単位データベース（Ver.3.5）」の「[７]電気・熱使用量当たりの排出原単位」を
用いて算出

その他の 
カテゴリー

「カテゴリー4・5・6・7・12」の合計。自社の企業活動に含まれない、もしくは、他カテゴリーで計上
した「カテゴリー8・9・10・11・13・14・15」を除外
【算定方法】環境省・経済産業省「サプライチェーンを通じた温室効果ガス排出量算定に関する基本
ガイドライン（Ver2.7）」に基づいて算出

エネルギー 
消費

総エネルギー 
消費量

購入したエネルギー（ガソリン、その他燃料油、LPG、LNG、都市ガス、電力、蒸気）の熱量換算値の
合計
【算定方法】燃料は「エネルギーの使用の合理化及び非化石エネルギーへの転換等に関する法律施
行規則」の熱量換算係数により算定した熱量を3.6GJ/MWhでMWh単位に換算し合算。ただし、都
市ガスについては供給事業者が公表する熱量換算係数を使用。電力については一次エネルギーに
換算せず購入量（MWh）を合算

電力 電力事業者から購入した電力の量（電力事業者から購入した再生可能エネルギー由来の電力を含む）

温室効果ガス排出量の定量化は、活動量データの測定、及び排出係数の決定に関する不確実性並びに地球温暖化係数の決定
に関する科学的不確実性にさらされている。

総取水量・総排水量
【算定範囲】 SHIONOGIグループ（海外グループ会社（オフィス系）を除く）：国内SHIONOGIグループ（支店・営業所など小規模
なオフィスは除く）、および、南京工場（南京长澳制药有限公司）
【指標の説明】
指標 説明
総取水量 水源から取り入れた水の量

【算定方法】上水、工業用水、地下水から取水した水量の合計
総排水量 事業所などから外部に排出した水の量

【算定方法】下水、河川に排水した水量の合計（排水量を計測していない事業所では総取水量を総排
水量とみなす）

産業廃棄物排出量（特別管理産業廃棄物除く）・特別管理産業廃棄物排出量
【算定範囲】 国内SHIONOGIグループの生産拠点および研究所
【指標の説明】
指標 説明
産業廃棄物排出量（特別
管理産業廃棄物除く）

「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」（廃棄物処理法）で産業廃棄物に定められたものの量
【算定方法】上記に該当する廃棄物排出量の合計

特別管理産業廃棄物 
排出量

廃棄物処理法で特別管理産業廃棄物に定められたものの量
【算定方法】上記に該当する廃棄物排出量の合計
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売上収益 ロイヤリティー収入

営業利益／営業利益率／研究開発費／研究開発費比率

売上収益（ライセンス移管に伴う利益を含む）については4,383億円（前期比0.7％増）となりました。前連結会計年度は
ADHD治療薬のライセンス移管に伴う一時金250億円が計上されていましたが、海外事業およびロイヤリティー収入の増
加を中心に、各事業が伸展した結果、当連結会計年度の売上収益は前連結会計年度を上回り、3年連続で過去最高の売上
収益を更新する結果となりました。

ヴィーブ社からのロイヤリティー収入は、経口2剤合剤や長時間作用型（LAI）製剤の力強い成長に加え、為替の影響もあり、
2,404億円（前期比22.8％増）となりました。その他のロイヤリティー収入は、43億円（同6.8％減）となりました。

高い営業利益を維持しつつ、将来の成長に向けたパイプラインの構築に積極的な投資を行っています。2024年度は、グ
ローバル展開や新規事業への積極投資、主要開発プロジェクトへの研究開発費の増加、販売費及び一般管理費の増加など
により費用は増加しましたが、各事業の順調な伸展により、営業利益は1,566億円（前期比2.1％増）となりました。国内医
療用医薬品はCOVID-19関連製品の売上減少等で減収となったものの、海外事業やロイヤリティー収入が大きく伸長し、全
体として堅調な成長を実現しています。

※  2024年10月１日を効力発生日として、普通株式１株につ
き３株の割合をもって株式分割を行っています。2025年
度3月期の中間配当金以前の配当金につきましては、各
配当時点で当該株式分割が実施されていたと仮定して記
載しています。
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STS2030SGS2020

■■■ 営業利益（左軸）　■■■ 研究開発費（左軸）　  ■   営業利益率（右軸）　  ■   研究開発費比率（右軸）
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■■ 1株当たり配当金（左軸）　  ■   DOE（右軸）
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日本会計基準 2015年3月期 2016年3月期 2017年3月期 2018年3月期 2019年3月期 国際財務報告基準（IFRS）2019年3月期 2020年3月期 2021年3月期 2022年3月期 2023年3月期 2024年3月期 2025年3月期

■ 会計年度（百万円） ■ 会計年度（百万円）
売上高 ¥ 273,991 ¥ 309,973 ¥ 338,890 ¥ 344,667 ¥ 363,721 売上収益 ¥ 367,960 ¥ 333,371 ¥ 297,177 ¥ 335,138 ¥ 426,684 ¥ 435,081 ¥ 438,268 

　国内 184,591 178,473 194,011 166,013 154,036 　国内 150,749 135,707 127,902 119,516 209,489 151,114 98,762

　海外 28,700 29,700 29,207 23,623 29,427 　海外 30,465 30,796 24,645 34,367 42,498 49,913 59,084

　ロイヤリティー 60,700 101,800 115,670 155,030 180,258 　ロイヤリティー 186,745 166,867 144,629 181,253 174,696 200,359 244,669

売上原価 82,189 74,758 77,777 73,911 54,880 売上原価 △55,591 △56,782 △52,523 △55,415 △62,246 △57,602 △63,826

販売費及び一般管理費 141,436 143,808 152,934 155,537 170,303 販売費及び一般管理費 △87,668 △95,094 △91,902 △91,771 △97,775 △99,651 △101,873

営業利益 50,365 91,406 108,178 115,219 138,537 研究開発費 △52,058 △47,949 △54,249 △72,996 △102,392 △102,640 △108,612

経常利益 77,880 100,869 123,031 138,692 166,575 営業利益 145,081 130,628 117,438 110,312 149,003 153,310 156,603 

税金等調整前 
当期純利益 82,051 97,452 122,695 137,378 170,343 税引前利益 174,043 158,516 143,018 126,268 220,332 198,283 200,750 

親会社株主に帰属する 
当期純利益 44,060 66,687 83,879 108,866 132,759

親会社の所有者に 
帰属する当期利益 137,191 122,193 111,858 114,185 184,965 162,030 170,435 

営業活動による 
キャッシュ・フロー 45,604 102,290 111,903 129,790 145,684 EBITDA ― ― ― ― 175,649 188,745 179,296 

投資活動による 
キャッシュ・フロー △31,696 △32,894 △31,643 △51,238 △36,349

営業活動による 
キャッシュ・フロー 165,000 131,940 109,039 102,068 177,867 154,284 195,460 

財務活動による 
キャッシュ・フロー △46,211 △18,525 △57,411 △53,893 △87,011

投資活動による 
キャッシュ・フロー △56,256 △29,144 △5,261 △96,204 △48,292 5,922 △116,080

研究開発費 48,870 49,787 59,907 59,945 68,325
財務活動による 
キャッシュ・フロー △89,912 △88,174 △43,891 △36,615 △84,123 △126,853 △64,908

設備投資額 8,163 9,943 9,659 5,678 7,900 設備投資額 7,900 9,954 27,371 27,274 12,559 14,887 12,285

減価償却費 12,672 12,578 13,362 15,972 16,479 減価償却費及び償却費 14,431 14,115 14,779 16,351 17,165 18,323 20,933 

■ 会計年度末（百万円） ■ 会計年度末（百万円）
有形固定資産 ¥ 77,022 ¥ 78,673 ¥ 78,788 ¥ 75,956 ¥ 74,653 有形固定資産 ¥ 70,986 ¥ 71,350 ¥ 90,883 ¥  108,893 ¥  112,085 ¥  114,586 ¥  115,412 

無形固定資産 80,328 71,626 91,125 75,060 54,769 無形資産 47,804 51,705 76,558 81,223 96,309 117,621 143,652 

総資産 595,067 631,599 661,499 711,463 778,741 資産合計 938,540 873,695 998,992 1,150,601 1,311,800 1,416,918 1,535,349 

固定負債 48,427 45,739 44,692 34,056 17,203 資本合計 813,087 765,203 864,550 993,285 1,121,878 1,252,562 1,362,497 

純資産 478,883 513,877 526,211 604,840 672,429 非流動負債 29,303 27,372 34,261 32,920 31,369 30,448 43,459 
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日本会計基準 2015年3月期 2016年3月期 2017年3月期 2018年3月期 2019年3月期 国際財務報告基準（IFRS）2019年3月期 2020年3月期 2021年3月期 2022年3月期 2023年3月期 2024年3月期 2025年3月期

■ 1株当たり情報（円） ■ 1株当たり情報（円）

当期純利益 ¥ 44.22 ¥ 68.28 ¥ 86.63 ¥114.24 ¥141.44
基本的1株当たり 
当期利益 ¥146.16 ¥131.90 ¥121.68 ¥  126.25 ¥  207.10 ¥  186.17 ¥  200.36 

純資産 485.57 521.58 546.15 637.12 714.78 1株当たり 
親会社所有者帰属持分 866.05 839.58 935.56 1,078.74 1,245.92 1,452.22 1,600.68 

配当額 17 21 24 27 31 配当額 31 34 36 38 45 53 61

■ 収益性、バリュエーションに関する指標 ■ 収益性、バリュエーションに関する指標
営業利益率（%） 18.4 29.5 31.9 33.4 38.1 営業利益率（%） 39.4 39.2 39.5 32.9 34.9 35.2 35.7 

研究開発費比率（%） 17.8 16.1 17.7 17.4 18.8 研究開発費比率（%） 14.1 14.4 18.3 21.8 24.0 23.6 24.8

自己資本比率（%） 79.7 80.7 79.0 84.5 85.7
親会社所有者帰属持分
比率（%）

86.2 87.6 84.7 84.8 83.9 87.2 88.7 

自己資本当期純利益率
［ROE］（%）

9.4 13.6 16.3 19.4 20.9
親会社所有者帰属持分
当期利益率［ROE］（%）

17.8 15.5 13.9 12.5 17.8 13.9 13.1 

総資産経常利益率 
[ROA]（%）

13.2 16.4 19.0 20.2 22.4
資産合計税引前利益率
[ROA]（%）

19.4 17.5 15.3 11.7 17.9 14.5 13.6 

株価純資産倍率 
[PBR]（倍） 2.7 3.4 3.5 2.9 3.2

株価純資産倍率 
[PBR]（倍） 2.6 2.1 2.1 2.3 1.6 1.8 1.4

株価収益率 [PER]（倍） 30.2 25.9 22.1 16.0 16.2 株価収益率 [PER]（倍） 15.6 13.4 16.3 19.9 9.6 13.9 11.2 

配当性向（%） 39.2 30.3 27.7 23.9 22.2 配当性向（%） 21.4 26.0 29.6 30.4 21.7 28.6 30.6

自社株買入（億円） 300 ― 350 294 500 自社株買入（億円） 500 500 500 ― 494 750 ー

発行済み株式総数（株） 351,136,165 351,136,165 329,136,165 324,136,165 316,786,165 発行済み株式総数（株） 316,786,165 316,786,165 311,586,165 311,586,165 307,386,165 307,386,165 889,632,195 

※  2019年3月期より税効果会計に係る表示方法を変更、当該変更を2015年3月期以降の実績に反映しています。
※  IFRS（国際財務報告基準）：ロンドンを拠点とする民間団体である国際会計基準審議会（International Accounting Standards Board、IASB）が設定する会計基準
※  2020年3月期よりIFRSを適用
※ 2024年10月１日を効力発生日として、普通株式１株につき３株の割合をもって株式分割を行っています。2019年３月期の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり情報を算定しております。
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2024年度業績総括

　売上収益につきましては4,383億円（前期比0.7％増）となりました。海外事業およびHIVロ
イヤリティーが力強く伸長した結果、2023年度に計上されていたADHD治療薬のライセンス
移管に伴う一時金250億円の影響を吸収し、３期連続で過去最高の売上収益を更新しました。
　利益面につきまして、主要な開発プロジェクトやグローバル販売活動に対し積極的に投資を
行いながら、3期連続で過去最高業績を更新しました。
　研究開発費、販売費および一般管理費の増加に加え、売上収益に占める製品構成の変化に
伴う売上原価の増加により、2024年度の費用は増加しましたが、2023年度は特別早期退職プ
ログラムの実施による一過的な費用が発生したこともあり、費用全体の増加幅は限定的でし
た。結果として、費用は増加したものの、各事業の伸展により売上収益が増加したことで営業
利益は1,566億円（同2.1％増）となりました。

セグメント別状況

売上収益

4,383億円
営業利益

1,566億円
営業利益率

35.7%

EBITDA

1,793億円
ROE

13.1%

売上収益と営業利益率の推移

売上収益の 
増減要因
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92
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2023年度 売上収益 売上原価 販管費※2 研究開発費 その他の
収益・費用

2024年度

1,533 1,566

32 △62

△27 △60
150

■ 国内医療用医薬品　■ 海外子会社／輸出　■ 製造受託　■ 一般用医薬品　 
■ ロイヤリティー収入　■ その他
       営業利益率
※1  2018年度、2019年度の「その他」には、一般用医薬品、診断薬の販売収入および国内子会社の売上収益が含まれています。

※2  製品に係る無
形資産償却費
を含む

（億円）

（億円）

営業利益の 
主な増減要因
（億円）

（%）

（年度）

 （億円）
2024年度 2023年度 前年度比 2024年度実績 今後の方向性

国内医療用
医薬品 988 1,511 △34.6%

前期のADHD治療薬の一時金の影響に
加え、COVID-19の流行が極めて低調に
推移したことで「ゾコーバ」の売上が減少
したが、シェアは計画通り拡大し、インフ
ルエンザ治療薬の「ゾフルーザ」につい
ても高い市場シェアを獲得

「ゾコーバ」や「ゾフルーザ」に加
えて、安定して業績に貢献するこ
とが期待される不眠症治療薬
「クービビック」など、新製品の拡
大も計画している

海外子会社／
輸出 591 499 +18.4%

欧米市場でセフィデロコルの販売が好調
に推移し、米国事業は30.6％増、欧州事
業は24.0％増の売上収益となった

セフィデロコルの販売国の拡大
や既上市国でのさらなる浸透を
推進していく

製造受託 173 176 △2.0% 安定して収益に貢献し続けている
特許への依存度が小さく、相対
的に収益の変動が小さいため、
グループ全体の収益安定化を目
的として事業を推進していく

一般用 
医薬品 168 146 +14.8% 6年連続で最高売上を更新した

セルフメディケーションの推進と
スイッチOTC医薬品の拡充によ
りさらなる成長を目指す

ロイヤリ
ティー収入 2,447 2,004 +22.1%

抗HIV薬経口２剤合剤や長時間作用型製
剤の力強い成長に加え、為替の影響もあ
り、前期比22.8％増となった

長時間作用型製剤への市場転換
が順調に進んでいるため、今後
も安定した成長が期待できる

その他 17 14 +17.0% 投資不動産からの収益増加により対前年
増収となった

今後も安定した収益を見込んで
いる

合計 4,383 4,351 +0.7%

+32

+33
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研究開発の状況

　SHIONOGIの強みを最大限活かせる感染症およびQOL疾患を中心に、STS2030 Revision

において提示した「3年間で3,000億円規模の研究開発費」を超える投資を実施してきました。
従来SHIONOGIが得意としてきた治療への貢献に加え、予防・診断での貢献度を高めること
でSHIONOGIによるトータルケアを実現していきます。そのために、研究機能の拡張や開発 

パイプラインの推進などの自社アセットへの投資に加えて、特にQOL疾患領域において活発
な外部連携を行っています。また、2025年度はJTの医薬事業を承継することで、そのアセッ
トおよびケイパビリティを獲得し、社会のアンメットニーズを満たすべくさらなる投資を進めて
います。

財政状態

　資産合計は1兆5,353億円（前期比1,184億円増）となりました。非流動資産は無形資産や使
用権資産、その他の金融資産の増加等により6,768億円（同441億円増）、流動資産は３ヵ月超
の定期預金および債券の増減、現金同等物やその他の流動資産の増加等により、8,585億円
（同743億円増）となりました。資本は配当金の支払があった一方で、当期利益の計上等によ

り、1兆3,625億円（同1,099億円増）となりました。負債は1,729億円（同85億円増）となりま
した。非流動負債はリース負債の増加等により434億円（同130億円増）、流動負債はその他
の金融負債の減少等により1,294億円（同45億円減）となりました。

キャッシュ・フローの状況

　営業活動によるキャッシュ・フローは、税引前利益の増加、営業債権の減少、法人所得税の
支払額の減少等により、1,955億円の収入（前期比412億円増）となりました。投資活動による
キャッシュ・フローは、無形資産の取得による支出の増加や定期預金の増減等により、1,161億
円の支出（同1,220億円増）となりました。財務活動によるキャッシュ・フローは、自己株式の取
得による支出の減少等により、649億円の支出（同619億円減）となりました。以上の結果、現
金及び現金同等物の期末残高は3,748億円（同167億円増）となりました。

リスクの認識と対応策

　SHIONOGIおよびSHIONOGIの提携先は、主要製品に係る特許権を保護すべく、ブラジル、
米国、カナダにおいて複数の特許権侵害訴訟を提起しています。これらの訴訟の結果次第で
は、後発品の市場参入が早期に実現し、SHIONOGIの収益および成長性に影響を及ぼす可能
性があります。

研究開発費の推移 資産合計／ROAの推移 純資産／ROEの推移

キャッシュ・フロー指標の推移
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（億円） （億円） （億円） （%）（%）

（年度） （年度） （年度）

2023年3月期 2024年3月期 2025年3月期

親会社所有者帰属持分比率 83.9％ 87.2％ 88.7％

時価ベースの親会社所有者帰属持分比率 134.1％ 155.1％ 124.4％

キャッシュ・フロー対有利子負債比率 0.1 0.1 0.1

インタレスト・カバレッジ・レシオ 1,885.3 937.5 639.7

■■ 資産合計　       ROA ■■ 純資産　       ROE
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連結財政状態計算書
2024年3月31日 2025年3月31日

資産
　 非流動資産
　　 有形固定資産 ¥ 114,586 ¥ 115,412
　　 のれん 15,287 15,748
　　 無形資産 117,621 143,652
　　 使用権資産 9,440 19,395
　　 投資不動産 27,768 27,722
　　 その他の金融資産 292,321 299,799
　　 繰延税金資産 13,526 13,244
　　 その他の非流動資産 42,158 41,869
　 非流動資産合計 632,712 676,844

　 流動資産
　　 棚卸資産 64,916 65,477
　　 営業債権 122,830 120,553
　　 その他の金融資産 215,761 270,024
　　 その他の流動資産 22,607 27,653
　　 現金及び現金同等物 358,090 374,795
　 流動資産合計 784,205 858,504
資産合計 1,416,918 1,535,349

2024年3月31日 2025年3月31日

資本及び負債
　 資本
　　　 資本金 ¥ 21,279 ¥ 21,279
　　　 資本剰余金 14,242 17,845
　　　 自己株式 △137,889 △65,855
　　　 利益剰余金 1,065,913 1,115,729
　　　 その他の資本の構成要素 271,778 272,924
　　 親会社の所有者に帰属する持分 1,235,325 1,361,924
　　 非支配持分 17,236 572
　 資本合計 1,252,562 1,362,497

　 負債
　　 非流動負債
　　　 リース負債 8,753 18,418
　　　 その他の金融負債 7,649 8,258
　　　 退職給付に係る負債 7,994 8,018
　　　 繰延税金負債 4,360 4,401
　　　 その他の非流動負債 1,691 4,363
　　 非流動負債合計 30,448 43,459

　　 流動負債
　　　 リース負債 2,867 3,464
　　　 営業債務 14,808 13,579
　　　 その他の金融負債 31,118 18,091
　　　 未払法人所得税 20,844 22,399
　　　 その他の流動負債 64,267 71,857
　　 流動負債合計 133,907 129,392
　 負債合計 164,355 172,852
資本及び負債合計 1,416,918 1,535,349

（百万円）（百万円）
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連結損益計算書 連結包括利益計算書
2024年3月期 2025年3月期

売上収益 ¥ 410,073 ¥ 438,268
ライセンス移管に伴う利益 25,008 ―
売上原価 △57,602 △63,826
売上総利益 377,479 374,441
販売費及び一般管理費 △99,651 △101,873
研究開発費 △102,640 △108,612
製品に係る無形資産償却費 △3,728 △4,178
その他の収益 6,194 528
その他の費用 △24,342 △3,702
営業利益 153,310 156,603
金融収益 51,674 53,174
金融費用 △6,701 △9,027
税引前利益 198,283 200,750
法人所得税費用 △37,708 △31,215
当期利益 160,575 169,534

当期利益の帰属
　親会社の所有者 162,030 170,435
　非支配持分 △1,455 △900
当期利益 160,575 169,534

1株当たり当期利益
　基本的1株当たり当期利益（円） 186.17 200.36
　希薄化後1株当たり当期利益（円） 186.11 200.29

（百万円）
2024年3月期 2025年3月期

当期利益 ¥ 160,575 ¥ 169,534
その他の包括利益
　純損益に振り替えられることのない項目
　　 その他の包括利益を通じて公正価値で測定するものと
して指定した資本性金融商品の公正価値の純変動額 14,673 △4,590

　　 確定給付制度の再測定 1,434 △321
　純損益に振り替えられることのない項目合計 16,107 △4,911
　純損益に振り替えられる可能性のある項目
　　在外営業活動体の外貨換算差額 76,835 5,928
　　キャッシュ・フロー・ヘッジの有効部分 505 794
　　持分法によるその他の包括利益 112 △53
　純損益に振り替えられる可能性のある項目合計 77,453 6,669
税引後その他の包括利益合計 93,560 1,757
当期包括利益 254,135 171,292

当期包括利益の帰属
　親会社の所有者 254,978 171,262
　非支配持分 △842 30
当期包括利益 254,135 171,292

（百万円）

※  2024年10月１日を効力発生日として、普通株式１株につき３株の割合をもって株式分割を行っています。
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連結持分変動計算書

資本金 資本剰余金 自己株式 利益剰余金 その他の資本の 
構成要素

親会社の所有者に 
帰属する持分 非支配持分 資本合計

2023年4月1日残高 ¥21,279 ¥15,204 ¥△63,074 ¥940,606 ¥186,030 ¥1,100,046 ¥21,832 ¥1,121,878
　 当期利益 162,030 162,030 △1,455 160,575
　 税引後その他の包括利益合計 92,948 92,948 612 93,560
当期包括利益 ― ― ― 162,030 92,948 254,978 △842 254,135
　 自己株式の取得 △75,013 △75,013 △75,013
　 自己株式の処分 △3 198 195 195
　 配当金 △43,919 △43,919 △43,919
　 支配継続子会社に対する持分変動 △961 △961 △3,752 △4,714
　 その他の資本の構成要素から利益剰余金への振替 7,199 △7,199 ― ―
　 利益剰余金から資本剰余金への振替 3 △3 ― ―
2024年3月31日残高 21,279 14,242 △137,889 1,065,913 271,778 1,235,325 17,236 1,252,562
　 当期利益 170,435 170,435 △900 169,534
　 税引後その他の包括利益合計 826 826 930 1,757
当期包括利益 ― ― ― 170,435 826 171,262 30 171,292
　 自己株式の取得 △10 △10 △10
　 自己株式の処分 △44 494 449 449
　自己株式の消却 △71,550 71,550 ― ―
　 配当金 △48,709 △48,709 △98 △48,807
　 支配継続子会社に対する持分変動 3,607 3,607 △16,596 △12,989
　 その他の資本の構成要素から利益剰余金への振替 △319 319 ― ―
　 利益剰余金から資本剰余金への振替 71,590 △71,590 ― ―
2025年3月31日残高 21,279 17,845 △65,855 1,115,729 272,924 1,361,924 572 1,362,497

（百万円）
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連結キャッシュ・フロー計算書
2024年3月期 2025年3月期

営業活動によるキャッシュ・フロー
　税引前利益 ¥ 198,283 ¥ 200,750
　減価償却費及び償却費 18,323 20,933
　減損損失及び減損損失戻入（△は益） 8,262 254
　金融収益及び金融費用 △44,866 △52,288
　営業債権及びその他の債権の増減額（△は増加） △12,372 1,910
　棚卸資産の増減額（△は増加） △6,337 △388
　営業債務及びその他の債務の増減額（△は減少） △5,817 △1,703
　その他 13,286 5,925
小計 168,762 175,393
　利息及び配当金の受取額 49,324 52,190
　利息の支払額 △164 △305
　法人所得税の支払額及び還付額（△は支払） △63,637 △31,817
営業活動によるキャッシュ・フロー 154,284 195,460

投資活動によるキャッシュ・フロー
　定期預金の預入による支出 △187,354 △382,979
　定期預金の払戻による収入 264,792 308,606
　有形固定資産の取得による支出 △12,693 △17,126
　無形資産の取得による支出 △15,574 △34,977
　投資の取得による支出 △97,490 △55,521
　投資の売却及び償還による収入 84,599 69,095
　子会社の取得による支出 △16,079 △200
　子会社の売却による支出 △296 ―
　持分法適用会社株式の取得による支出 △11,121 △1,125
　その他 △2,856 △1,852
投資活動によるキャッシュ・フロー 5,922 △116,080

（百万円）
2024年3月期 2025年3月期

財務活動によるキャッシュ・フロー
　リース負債の返済による支出 △3,080 △3,112
　自己株式の取得による支出 △75,182 △10
　配当金の支払額 △43,876 △48,698
　非支配持分への配当金の支払額 ― △98
　非支配持分からの子会社持分取得による支出 △4,714 △12,989
財務活動によるキャッシュ・フロー △126,853 △64,908
現金及び現金同等物に係る換算差額 15,512 2,233
現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 48,866 16,704
現金及び現金同等物の期首残高 309,224 358,090
現金及び現金同等物の期末残高 358,090 374,795

（百万円）
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ページ※ 用語 説明
c2 SHIONOGI Group 

Heritage
SHIONOGIの経営理念。基本方針でありすべての活動の根幹となる礎。

c2 SHIONOGI  
Group Vision

2030年にSHIONOGIが成し遂げたいこと「新たなプラットフォームでヘルスケア
の未来を創り出す」を示したビジョン。

1 AMR Antimicrobial Resistance（薬剤耐性）の略。抗菌薬が効きにくくなる、または効
かなくなること。

2 臨床試験 ヒトを対象として開発候補化合物や医療機器などの有効性や安全性などを確認す
るために行われる試験。

3 テビケイ 
（ドルテグラビル）

インテグラーゼ阻害剤である抗HIV薬。「テビケイ」（日本）、「Tivicay」（海外）の
製品名で販売されている。一般名（有効成分の名称）はドルテグラビル。

3 多剤耐性 多くの抗菌薬が効きにくい、または効かなくなったこと。
3 フェトロージャ 

（セフィデロコル）
多剤耐性グラム陰性菌感染症治療薬。「フェトロージャ」（日本）、「Fetroja」（米国）、
「Fetcroja」（欧州）、「Fetroja」（台湾）の製品名で販売されている。一般名（有効
成分の名称）はセフィデロコル。

3 ゾコーバ 
（エンシトレルビル）

国産の経口COVID-19治療薬。「ゾコーバ」（日本）の製品名で販売されている。
一般名（有効成分の名称）はエンシトレルビル。

4 ロイヤリティー 自社が保有する知的財産権の利用を許可する代わりに、契約内容に応じて受け取
る利用料。

4 非臨床試験 ヒトを対象とせず、試験管内や動物実験で開発候補化合物や医療機器などの有効
性・安全性・体内動態などを評価する試験。非臨床試験と同義。

5 HaaS Healthcare as a Serviceの略。医薬品の提供にとどまらず、顧客ニーズに応じた
様々なヘルスケアサービスを提供すること。

7 ヴィーブ社 ViiV Healthcare Ltd.。GSK 社、ファイザー社、SHIONOGI が出資している、HIV 
感染症領域のスペシャリティファーマ。

8 パテントクリフ 医薬品の特許が失効したのち、後発医薬品に置き換わることによって売上が大幅
に減少すること。

13 低分子創薬 
エンジン

革新的な低分子医薬品を効率的かつ迅速に生み出すことが可能なSHIONOGI独
自の社内創薬体制・ノウハウ。

13 SAR Structure-Activity Relationshipの略。分子構造と生理活性、薬物動態、安全性な
どとの関連性を示す概念。医薬品研究では、化合物の設計・合成、各種特性の評価
を繰り返し、SAR情報を認知・分析することで、優れた特性の化合物を探索する。

17 トータルケア 治療のみではなく未病、予防、診断、予後なども含めた疾患全体のケア。
17 DTx Digital Therapeuticsの略。医療用ソフトウェアを活用し、疾患の治療・予防・管

理を目的としてエビデンスに基づいた治療介入をする新しい手法。
17 MPP Medicines Patent Poolの略。HIV/エイズ、結核、マラリアなどの感染症に対す

る医薬品のアクセスを向上させるために設立された国際的な非営利組織。
17 GARDP Global Antibiotic Research and Development Partnershipの略。AMR感染

症の新規治療薬を開発する非営利団体。
17 CHAI Clinton Health Access Initiativeの略。低・中所得国（LICs/MICs）の人々の命を

救い、病気の負担を軽減することに取り組んでいるグローバルヘルス組織。

ページ※ 用語 説明
17 必須医薬品リスト WHOが策定した現代的な医療水準を維持するために必須と考えられる医薬品類

のこと。重要な医薬品を取り揃える際の選定例として約500品目の医薬品を収載。
18 連続生産 連続的に原料またはそれらの混合物が製造工程内に供給され、科学的知識に基づ

き適切に設定された製造管理および品質管理の方法により、均質で高品質な生産
物を継続的に生産する方式であり、開発期間の短縮、省人化・省スペース化による
効率化、医薬品の高度な品質保証が期待できる。

18 EHS Environment, Health and Safety（環境および安全衛生）の略。
19 下水疫学調査 

サービス
下水中の病原体を検出することで、地域の感染症の蔓延状況を調査するサービス。

19 OTC医薬品 OTCはOver The Counterの略。薬局・ドラッグストアなどで処方箋なしで購入で
きる一般用医薬品。

20 ガンマ波 脳波のパターンの一種であり、主に覚醒状態や高度な脳活動、認知機能の実行時
に関与している。

22 HIVフランチャイズ SHIONOGI創製の抗HIV薬ドルテグラビルおよびカボテグラビルを成分に含む製
品群。

23 ADHD Attention deficit/hyperactivity disorder（注意欠如・多動症）の略。
24 三大感染症 世界的に問題になっているHIV/エイズ、結核、マラリアを指す。
24 治療に長期間を 

要する感染症
感染症のうち結核のように発症後数年にわたって罹患するもの、HIV（ヒト免疫不
全ウイルス）のように感染から発症に至るまでの期間が長いもの、あるいはHBV
（B型肝炎ウイルス）のようにキャリアや発症の区別がつきにくいものが含まれる。

24 ユニバーサル 
ワクチン

一種類のワクチンで複数のウイルス株、あるいは複数のタイプの病原体に対して
免疫を提供することを目指したワクチンのこと。

24 急性感染症 感染症のうち、感染から発症までの期間が短く、症状の経過が急であるもの。
24 Pull型 

インセンティブ
製薬企業が新薬や新規治療法の研究開発に対して持続的な投資ができるように、
抗菌薬の販売量と収益を切り離すなどして製薬企業の利益予見性を高める仕組み。

37 100 days mission 新たな感染症について、WHOが「国際的に懸念される公衆衛生上の緊急事態」を
宣言してから100日以内に診断薬、ワクチン、治療薬などの実用化を達成しようと
いう国際的な目標。

50 AWaRe分類 WHOが、抗菌薬の臨床的重要性と薬剤耐性（AMR）のリスクを考慮し、使用の優
先順位を「Access」､「Watch」､「Reserve」に分類したもの。

50 Reserve抗菌薬 薬剤耐性（AMR）の進行により、他の治療法が効果を示さない、または適さない場
合にのみ使用される、最後の手段として取り扱うべき抗菌薬。

60 TCFD Task Force on Climate-related Financial Disclosures（気候関連財務情報開示
タスクフォース）の略。気候関連の情報開示および金融機関の対応を検討するた
め設立された組織。

61 30by30 2030年までに生物多様性の損失を食い止め、回復させる（ネイチャーポジティブ）と
いうゴールに向け、2030年までに陸と海の30％以上を健全な生態系として効果的
に保全しようとする目標。

79 SBT Science Based Targetsの略。気候変動問題に関する国際的な枠組みであるパリ協
定が求める水準と整合した、科学的根拠に基づいた温室効果ガスの排出削減目標。

※ 初出ページを示す。
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独立業務実施者の限定的保証報告書
 2025年9月26日
塩野義製薬株式会社
　代表取締役会長 兼 社長 CEO　手代木 功　殿
 KPMGあずさサステナビリティ株式会社
 大阪事務所
 業務責任者　白石  純一  

結論
　当社は、塩野義製薬株式会社（以下「会社」という。）の「塩野義製薬株式会社 統合報告書2025」（以下「統合報告書」という。）に含まれる2024年4月1日から2025年3月31日までの期間の 
マークの付されている環境・社会パフォーマンス指標（以下「主題情報」という。）が、統合報告書に記載されている会社が定めた主題情報の作成規準（以下「会社の定める規準」という。）に
準拠して作成されているかどうかについて限定的保証業務を実施した。
　実施した手続及び入手した証拠に基づいて、主題情報が会社の定める規準に準拠して作成されていなかったと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

結論の根拠
　当社は、国際監査・保証基準審議会（IAASB）が公表した国際保証業務基準（ISAE）3000（改訂）「過去財務情報の監査又はレビュー以外の保証業務」及び ISAE3410「温室効果ガス報告に対
する保証業務」に準拠して業務を実施した。同基準における当社の責任は、本報告書の「業務実施者の責任」に記載されている。
　当社は、国際会計士倫理基準審議会（IESBA）が公表した「職業会計士のための国際倫理規程（国際独立性基準を含む。）」に定められる独立性及びその他職業倫理に関する規定に準拠している。
　当社は、IAASBが公表した国際品質マネジメント基準（ISQM）第１号「財務諸表の監査若しくはレビュー又はその他の保証若しくは関連サービス業務を行う事務所の品質マネジメント」を適用
している。同基準は、職業倫理に関する規定、職業的専門家としての基準及び適用される法令等の遵守に関する方針又は手続を含む品質管理システムを整備及び運用することを事務所に対し
て要求している。
　当社は、結論の基礎となる十分かつ適切な証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
　当社の主題情報に対する結論の対象には、主題情報及びその保証報告書以外の情報（以下「その他の記載内容」という。）は含まれない。当社はその他の記載内容を通読したが、追加的な手
続は実施していない。また、当社はその他の記載内容に対して結論を表明するものではない。

指標に責任を負う者の責任
　会社の経営者は、以下に対する責任を有する。
● 不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない主題情報の作成に関連する内部統制を整備及び運用すること
● 主題情報の作成に適合する規準を選択又は策定し、使用した規準を適切に参照又は説明すること
● 会社の定める規準に準拠して主題情報を作成すること
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主題情報の測定又は評価における固有の限界
　統合報告書の社会・環境パフォーマンスデータの算定方法に記載されているように、温室効果ガス排出量の定量化は、活動量データの測定、及び排出係数の決定に関する不確実性並びに地
球温暖化係数の決定に関する科学的不確実性にさらされている。
　したがって、経営者が、許容可能な範囲で異なる測定方法、活動量、排出係数、仮定を選択した場合、報告される値が重要な程度に異なる可能性がある。

業務実施者の責任
　業務実施者は、以下に対する責任を有する。
● 主題情報に不正又は誤謬による重要な虚偽表示がないかどうかについて限定的保証を得るために業務を計画し実施すること
● 実施した手続及び入手した証拠に基づき、独立の立場から結論を形成すること
● 経営者に対して結論を報告すること
　当社は、業務の過程を通じて、職業的専門家としての判断を行使し、職業的専門家としての懐疑心を保持した。当社は、主題情報に関して結論の基礎となる十分かつ適切な証拠を入手する
ための手続を立案し、実施した。選択した手続は、主題情報及びその他業務環境に関する当社の理解と、重要な虚偽表示が生じやすい領域の検討に基づいている。業務を実施するに当たり、
当社は以下を行った。
● 主題情報の作成に適用される規準の妥当性の評価
● 会社の担当者に対する、主題情報の作成に関連する主要なプロセス、システム、及び内部統制についての質問
● 分析的手続（傾向分析を含む）の実施
● 重要な虚偽表示リスクの識別・評価
● リスク評価の結果に基づき選定した国内1工場における現地往査
● 主題情報に含まれる数値情報についてサンプルベースによる再計算の実施
● 抽出したサンプルに関する入手した証憑との突合
● 主題情報が会社の定める規準に従って表示されているかどうかの評価
　限定的保証業務で実施される手続の種類と時期には幅があり、合理的保証業務に比べて手続の範囲が限定されている。したがって、限定的保証業務で得られる保証の水準は、合理的保証業
務が実施されていれば得られたであろう保証水準よりも低い。

 以　上

上記は保証報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社及びKPMGあずさサステナビリティ株式会社がそれぞれ別途保管しています。
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　SHIONOGIでは、企業と社会の持続的成長の両立を目指し、ステークホルダー
の皆さまとの対話を深めるため、「統合報告書」を毎年発行しています。「統合報
告書 2025」では、中期経営計画「STS2030 Revision」の進捗を中心に、革新的
医薬品の創出、感染症領域におけるグローバル展開、それらの基盤となるガバ
ナンス体制の進化といった取り組みを包括的に紹介しています。
　本報告書は、財務・非財務の両面からSHIONOGIの価値創造プロセスを明確
に示すとともに、重要課題（マテリアリティ）に対するKPIの進捗や定量的な成果
指標を継続的に開示することで、透明性と説明責任の向上を図っています。
　制作にあたってはサステイナビリティ推進部、コーポレートコミュニケーション
部、経営企画部が社内の関連部署とも連携し、国際統合報告フレームワーク、GRI

スタンダード、価値協創ガイダンスなどのガイドラインを参考に編集方針を定め
ました。
　本報告書の制作責任者として、制作プロセスが適正かつ透明性を持って実施
され、記載された情報が正確で信頼性のあるものであることを表明いたします。
　SHIONOGIは、イノベーションを通じてヘルスケアの未来を切り拓き、社会課
題の解決にグローバルに貢献する企業として、持続的な成長を追求しています。
本報告書が、SHIONOGIの取り組みをご理解いただく一助となり、皆さまとの建
設的な対話の促進につながることを願っています。

「統合報告書 2025」の発行にあたって

上席執行役員 
コーポレート管掌

畑中 一浩
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会社概要（2025年3月31日現在）

外部評価

株式情報（2025年3月31日現在）

大株主

商号 塩野義製薬株式会社（Shionogi & Co., Ltd.）
創業 1878年3月17日
設立 1919年6月5日
資本金 212億79百万円

本社所在地 〒541-0045 大阪市中央区道修町3丁目1番8号
TEL 06-6202-2161

従業員数 連結4,955人
決算期 3月31日

Webサイト https://www.shionogi.com/jp/ja/

上場証券取引所

株式の状況

東京（証券コード：4507）（1949年株式上場）

発行可能株式総数：3,000,000,000株
発行済株式総数： 889,632,195株 

（自己株式29,944,777株を含む。）
株主数： 74,799人

金融機関
41.13%

株主構成
（2025年3月31日現在）

外国法人等
39.37%

政府・地方公共団体
0%

その他国内法人
3.00%

証券会社
2.79%

個人・その他
（自己名義 
株式含む）
13.68%

株主名 持株数（千株） 持株比率（%）

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 154,859 18.01

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 68,030 7.91

住友生命保険相互会社 55,812 6.49

株式会社SMBC信託銀行（株式会社三井住友銀行退職給付信託口） 28,455 3.30

日本生命保険相互会社 25,227 2.93

BANK OF CHINA (HONG KONG) LIMITED-PING AN LIFE  
INSURANCE COMPANY OF CHINA, LIMITED 19,068 2.21

STATE STREET BANK WEST CLIENT - TREATY 505234 18,474 2.14

STATE STREET BANK AND TRUST COMPANY 505001 12,083 1.40

JP MORGAN CHASE BANK 385781 10,983 1.27

STATE STREET BANK AND TRUST COMPANY 505103 10,631 1.23

※  当社は自己株式29,944,777株を保有していますが、上記大株主（上位10人）の中には含めていません。
※  持株比率は、発行済株式の総数から自己株式29,944,777株を控除した859,687,418株に対する割合として算出しています。

社会からの主な評価

社会に対するコミットメント

ESGインデックスへの組み入れ IR、サステイナビリティに関する社会からの評価

SHIONOGIは、国連グローバル・コンパクトに賛同、
支持を表明しています。詳細は当社Webサイトを
ご覧ください。
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